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論文要旨：子宮頸がんにおいて低酸素状態は浸潤能に関与し、低酸素状態はウロキナーゼ型プラ
スミノゲン活性化受容体（uPAR）の発現を介し、浸潤能および転移能を促進することが予想さ
れる。本研究では uPAR mRNA 発現レベルと子宮頸がんの臨床的予後因子との関連を評価するこ
とを目的とした。その結果子宮頸がん症例において、uPAR mRNA の高発現は無病生存期間の短縮
と有意に関連していた（p=0.0396）。以上の結果より子宮頸がん症例において、uPAR mRNA の高
発現は無病生存期間の短縮と有意に関連しており uPAR mRNA 発現は子宮頸がんの予後因子とな
り得る可能性が示された。 
審査過程： 
① 従来の臨床的な予後因子との関連が認められなかった結果の解釈、他の癌腫での結果に関す
る質問に対し適確な説明がなされた。 
② 当該研究での解析中に癌と正常組織の混入の可能性の疑義に対して詳細な説明がなされた。
③ 免疫組織染色結果においてマクロファージの陽性所見に関する疑義の質問に対して適確な
説明がなされた。 
④ uPAR の高発現の基準についての質問に適確な回答がされた。 
⑤ 当該研究を踏まえた今後の臨床応用への展望に関する質問に適確な回答がなされた。 
価値判定： 
本研究は子宮頸がんにおいて低酸素状態より誘導されるウロキナーゼ型プラスミノゲン活性化
受容体（uPAR）の発現と無病生存期間との関連を示したものであり、術後補助化学療法の適応
など今後の臨床応用への貢献が期待され、学位論文としての価値があるものと認めた。 
